
第７回統合準備委員会次第 

和地小学校・堀切小学校・伊良湖小学校 

統合準備委員会だより 

発行日 平成２６年７月１５日 第７号 統合準備委員会・田原市教育委員会 

 第７回統合準備委員会を開催しました 

 

■ 中 学 校 再 編 に 係 る         

  渥美８校区の状況報告   

 平成２６年６月１０日付け、渥美地

域校区総代会から教育長に提出さ

れた「中学校再編に係る渥美８校区

での協議」の内容について総代会

長の小久保昌彦さんから次のとお

り報告がありました。 

 「昨年７月以来の協議で、渥美８

校区では少子化問題への危機意識

は共通し、中学校再編は重要と考

えておりますが、校区の地域性など

が様々で具体的な再編の統一的な

方向性を出すにはいたらなかった」  

 

 １ 委員長（高瀬勲)あいさつ 

 2 教育長（嶋津隆文)あいさつ 

 3 協議事項 

 ・中学校再編に係る渥美８校区 

  からの状況報告について  

 ・伊良湖岬小学校建設地等の 

  今後の考え方について 

 ・和地小学校施設見学会での  

  ワークショップ（意見交換会） 

  開催について 

 ・その他 

 平成２６年６月２５日（水）、 

午後７時から和地市民館に 

おいて第７回統合準備委員 

会 が 開 催 さ れ ま し た 。 

 

   「なお、渥美地域の中学校再編       

は引き続き８校区総代会で検討す

るものの、伊良湖岬中学校の移転

時期及び移転先については、伊良

湖岬３校区の意見を尊重し判断し

ていただきたい」 

◆渥美校区総代会での主な意見 

 ・新設中学校ができれば渥美で一      

つの中学校でよいが、今つくる見込

みがないなら、赤羽根中か福江中

でよいのではないか。（和地） 

 ・教育委員会が主体性を持って判

断してもらえればいい。第一は中学

校を新設すること、それが無理なら

赤羽根中と考えている。（堀切） 

 ・福江中への意見が多い。小学校

から中学校へ行く際にばらばらにな

るのは不自然。中学校を一つ新設

すれば地元も納得する。（伊良湖） 

 ・福江中であれば福江中でいい。

他の７校区のことを考えると中学校

を新設するのもいい。（中山、亀山） 

6月25日 

統合準備委員会 

■伊良湖岬小学校建設地  

 等 の 今 後 の 考 え 方     

   渥美８校区からの状況報告と  

統合準備委員会での議論を踏

まえ、教育委員会は岬小及び岬

中についての<今後の考え方>を

提案しました。次回議論します。 

            

◎状況報告後、委員からの意見 

 Ｑ：そもそもなぜ、渥美８校区で       

協議することになったのか。 

Ａ：渥美地域としてまとまらなけ

れば渥美が衰退するとの危惧

があり、渥美８校区協議の声

があがったものです。 

 Ｑ：渥美８校区の協議がなぜ  

１年もかかったのか。 

 Ａ：８校区で温度差があり、全

体の意見のとりまとめが遅れ

たためです。 

＜ 今 後 の 考 え 方 ＞ 

１ 新設の伊良湖岬小は、

伊良湖岬中跡地に新校

舎を建設し、予定どおり

平成３２年度に和地から

移転する。 

２ 伊良湖岬中の統合先に

ついては、和地での１年間

の共同の学校生活を経て

判断することとし、平成２７

年度末に地元の意見を踏

まえ教育委員会で決定す

る。岬中は平成３０年度に

他校に統合する。 



 

各部会の主な協議事項 

   

   

   

    

■お知らせ 
  ○ 第８回統合準備委員会 

    ７月２３日（水）午後７時から和地市民館にて開催予定です。 

    （傍聴は、自由です） 

   【注】開催日を変更することがありますので、傍聴を希望される方は、       

田原市教育委員会で日時等を確認した上で、参加してください。 

■和地小の見学会にあわせ意見交換会を実施します 

  ホームページもご覧ください。http://www.city.tahara.aichi.jp/section/kyoiku/ 

田原市教育委員会 

田原市田原町南番場30－1 
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統合校新設計画など 

地域

部会 

学校跡地利用計画 

歴史・伝統の保存 
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地域主催行事への参加 

児童クラブ（放課後子ども

教室）など 

ＰＴ

Ａ部

会 

スクールバス利用計画 

新ＰＴＡ組織 

現ＰＴＡ解散 

体操服（夏） 

体操服（冬）など 

教育

課程

部会 

事前交流事業 

校訓・教育目標 

学校行事 

部活動、備品の整理など 

統合準備委員会は以下の４つ

の部会に分かれて協議・検討

しています。最終的に統合準

備委員会が協議事項を決定し

ていきます。 

和地小学校・堀切小学校・伊良湖小学校統合準備委員会だより 

（※太字は協議済み事項です） 

■統合準備委員会における主な質疑 

 

      

          伊良湖岬小を 

      どんな学校に？ 
 

   例1：花に包まれ自然がたくさんの 

       学校に！ 

   例2：全国に誇れる学校に!  

 
    日程：①８月４日（月）または  ②８月２５日（月） 

    時間：どちらも午後１時３０分から午後３時まで 

   対象：和地小、堀切小、伊良湖小、伊良湖岬保育園保護者  
 

         「意見交換会テーマ」 

   “みんなで考え、みんなでつくろう！ 

      みんなの「伊良湖岬小学校」“ 

 

電話: ０５３１－２７－８６０４  

FAX: ０５３１－２２－３８１１ 

 電子メール:  kyoikukikaku@city.tahara.aichi.jp  

＜保護者対象＞ 

和地小の見学会と意見交換会 

和地小学校 

                            （主な発言、Ａは教育長） 

Ｑ：渥美地域に中学校を新設する可能性はあるのか。 

Ａ：何よりも伊良湖岬小の建設を優先します。ですから中学を５年以内、

１０年以内に新設することは考えられません。しかしそれ以降は福江

中も泉中も老朽化することから新設中学の建設は考えられます。 

Ｑ：伊良湖岬中の移転先について、赤羽根中に移転した方が赤羽根中

の生徒数を安定して確保できると思うがどうか。 

Ａ：渥美地域の生徒数減少は急激です。赤羽根地域の生徒数は、今後

の十数年は横ばいであり、安定的です。 


